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地域企業における外国人労働者雇用が近年増加している中で、既存従業員との言
語コミュニケーションの壁が、良好な職場環境を維持するうえでストレスの要因
にもなっている。現下のコロナ禍で企業活動が停滞している時期に、外国人労働
者の日本語コミュニケーション能力を強化することにより、職場の働き方改革と
生産性向上ひいては、外国人材の定着化に資することを目的に本講座を開設する。
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連携の経緯
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商工会議所の役割
講座開講前

・ニーズ調査・・当所会員企業へのアンケート・ヒアリング
・受講手順・各種設定等企業を訪問し、事業所・受講生へ説明

開講中

・授業にオブザーバー参加することにより、客観的に講座のあり方を把握。
・事業所に中間ヒアリングを行うことで、事業所での受講労働者の変化の有無を確認。
・担当日本語講師との話し合いを随時行い、必要に応じて授業の進め方を軌道修正。

講座終了後

・コース終了受講者へは商工会議所会頭名での修了証書授与予定
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効果検証

オンライン授業と自宅でのe-learning を併用する受講形式が、現在のコロナ
ウイルス感染症拡大の状況下、功を奏し、効率的な学習につながった。

就業時間内での授業に事業所から就業時間外への変更を望む声も聞かれたが、
業務の一環として取り組むことが受講者のモチベーションに繋がり、結果に
結びついた。

異なる事業所に就業する各受講者がオンラインにて共に受講することにより、
受講者間に交流が生まれている。→孤独感の軽減

１）教室までの往復時間短縮

２）業務の一環としての講座参加

３）社外交流の機会
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事業所の声

日本語教育が課題でしたが
大変助かりました。

今後も続けてください。

積極的に日本語を使うように
なってきました。

着実に日本語能力が伸びて
いると感じます。
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受講生の声

・会話能力が上がったことで、困ったときに周りに助けを
求められるようになりました。

・ゴミ捨てなど日常のルールが理解できるようになりました。

・日本語の勉強方法がわかるようになりました。

・職場で雑談ができるようになりました。

・日誌を書けるようになりました。
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